
 

 

 

先月２7日（木）に，平成 30年度後期生徒会本部役員選出の立会演説会と投票を行いました。

今年は１・２年生から 10 名の立候補者があり，下記のみなさんが当選しました。新役員のみな

さんにはこれまでの活動を引き継ぎ，さらに活気とやる気に満ちた南中学校にするため，それぞ

れの持てる力を発揮し頑張ってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

２学期に入り間もなくして体育祭の練習を開始しました。今年は天気予報を見ながら，晴れ間

を縫って時間割を変更するなどの工夫をするとともに，効率的な学年練習や全体練習，リハーサ

ル等を行うことができました。また，今年は生徒の体調面にも配慮し，練習後に空調設備のある

多目的会議室でクールダウンをする時間も新たに設けました。 

体育祭当日は，行事テーマ『 涙奏走 ～ 肝心なのは はじめの一歩 ～ 』のもと，参加した全

ての生徒が，入場から退場まで力を抜くことなく真剣にひたむきに競技する姿に感動をしました。

当日ご覧になられた方々も，同様の思いを持っていただいたのではないでしょうか。自分の力の

限界をめざして走った個人種目，級友と心をつないだ大縄跳び・学年種目・全員リレー，どれを

とっても本当に感動的で心に残るものとなりました。たくさんの感動を与えてくれた生徒たちに，

心より拍手を送りたいと思います。そして，この体育祭で巻き起こした南中旋風を，今後の文化

祭の取り組みや学校生活につなげていけることを期待しています。 

最後になりましたが，早朝よりご観覧いただきました地域のみなさまや，熱心にご声援をいた

だいた保護者のみなさまに深く感謝を申しあげます。 

生徒会会長    小林 赳翔 （２－３）             ≪敬称略≫ 

生徒会副会長   平松 愛梨 （２－４）  永野 玲奈 （１－６） 

生徒会書記    松山 愛結 （２－１） 

   生徒会執行委員  後藤 彩月 （２－１）  山本 一輝 （１－２） 



◎ 国語＜１年生＞ 

全国平均と比較すると「話す・聞く能力」がやや下回っており，特に「意図を考えながら聞く

こと」の正答率が低い。その他の「書く能力」「読む能力」「言語についての知識・理解・技能」

は全国平均をやや上回っている。特に「文中での語句の関係や用法の区別」に関する問題の正答

率は高く，そこが強みといえる。今後も毎時の漢字小テストを続け，語彙力の強化を図りたい。 

◎ 国語＜２年生＞ 

「書くことの領域」は，全国平均を上回る結果となった。しかし，「話すこと・聞くこと」の領

域は低く，「読むことと言語文化」は全国平均をわずかに下回った。強みは，「整理して書く」「古

典に親しむ」領域で，授業で書かせることを意識し，国語ノートや要点の書き込み，短歌の鑑賞

文の指導，古文教材の音読の繰り返しなどが，少しずつ効果を表していると思われる。弱みは，

「話し合う」「語句や表現理解」領域で，敬語を使ったり，言葉遣いを考えて話したりする時間が

不足したため，生徒の苦手意識につながってしまっていると考えられる。課題の残った部分は，

今後の授業で意識して取り組みたい。また，毎時間の漢字小テストのテスト勉強は家庭学習とし

ているが，授業の直前に勉強する生徒もおり，十分に家庭学習が定着しているとは言えない。 

◎ 算数・数学＜１年生＞ 

領域別集計（内容）では，全国平均と比較すると「数と式」がやや下回り，特に，「整数の性質」

「分数とその計算」の正答率が低い。「関数」「資料の活用」については，それぞれ全国平均より

上回り，関数の理解や資料（表・グラフ）の読み取りを得意とする生徒が比較的多いことが分か

る。また，「図形」については，全国平均並みの結果となったが，「立体図形」の正答率は低い。 

観点別集計では，全国平均と比較すると「数学的な見方や考え方」は上回り，数学的な思考力

は比較的高い生徒が多いように思われる。しかしながら，「数量や図形などについての知識・理解」

はわずかに下回ったことから，正確な「数量や図形などについての知識・理解」を身につけるこ

とが今後の課題と思われる。また，「数学的な技能」については，全国平均並みの結果となったが，

「分数とその計算」に苦手意識をもった生徒が多いことは，今後の指導の課題である。 

◎ 数学＜２年生＞ 

「資料の活用」の領域のみが全国比を上回ったが，全体的には全国平均をやや下回る結果とな

った。「正の数・負の数」での基礎となる計算力では全国平均より高い傾向にある。普段の授業で

毎時間小テストを実施し，基本となる計算の復習をしてきたことの成果であると思われる。「平面

図形」が全国平均より低い傾向があるので，普段の授業で意識して数学的用語や図形で用いる記

号を使い，まずは問題の意味を理解できる力をつけていくことが必要である。 

 

 

１ 日 時：2018年 11月 4日（日） 入場無料 受付：8：45～随時 

２ 対 象：三泗地区の小学 6年生・中学生及び保護者・教職員 

３ 場 所：じばさん三重 

４ 内 容：講演会・県立展・私立展（詳細は，先日配付したリーフレットに記載） 

５ その他：1，2年生やその保護者の方々にも積極的にご参加いただきたいと思います 


